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ほう む しょうじんけん よう ご きょく ぜん こく じん けん よう ご い いん れん ごう かい しゅ さい

しょ かんがいっ

ない かく そう り だい じん しょう じゅ しょう さく ひん

だい かい ぜん こく ちゅう がく せい じん けん さく ぶん

「日本のいじめ対策は間違っている」
にっぽん たい さく ま ちが



　今
いま

、日
にっ

本
ぽん

の学
がっ

校
こう

や様
さまざま

々な所
ところ

で問
もん

題
だい

となっている「いじめ」。日
にっ

本
ぽん

は、いじめ

を防
ぼう

止
し

するために様
さまざま

々な対
たい

策
さく

を実
じっ

施
し

しています。例
たと

えば、学
がっ

校
こう

側
がわ

はカウンセ

ラーの協
きょう

力
りょく

を得
え

ながらいじめを受
う

けた生
せい

徒
と

を継
けい

続
ぞく

的
てき

に支
し

援
えん

する、いじめを行
おこな

った生
せい

徒
と

には別
べつ

の教
きょう

室
しつ

で授
じゅ

業
ぎょう

を受
う

けさせる、道
どう

徳
とく

教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

、などのものです。

しかし、これらは本
ほん

当
とう

にいじめ防
ぼう

止
し

の根
こん

本
ぽん

的
てき

解
かい

決
けつ

につながっているのでしょ

うか。

　そもそも日
にっ

本
ぽん

のいじめの一
いち

番
ばん

の問
もん

題
だい

点
てん

は、長
ちょう

期
き

間
かん

に

わたって続
つづ

き、陰
いん

湿
しつ

化
か

しやすい点
てん

だと思
おも

います。私
わたし

は

小
しょう

学
がっ

校
こう

五
ご

年
ねん

生
せい

の頃
ころ

までドイツに住
す

んでいて、ドイツで

起
お

きていたいじめも目
ま

の当
あ

たりにしましたが、日
にっ

本
ぽん

と

は違
ちが

って、暴
ぼう

力
りょく

的
てき

な代
か

わりに少
すこ

しも長
なが

続
つづ

きせず、ほと

んどが一
いち

日
にち

で終
お

わってしまうものばかりでした。では、

なぜ日
にっ

本
ぽん

のいじめは長
ちょう

期
き

化
か

しやすいのでしょうか。

　それには、二
ふた

つの原
げん

因
いん

があると思
おも

います。一
ひと

つ目
め

は、日
にっ

本
ぽん

の根
こん

本
ぽん

的
てき

ないじ

めのあり方
かた

にあります。例
たと

えば、ドイツで「いじめ」といったら、大
たい

抵
てい

校
こう

庭
てい

などのひらけた場
ば

所
しょ

で下
か

級
きゅう

生
せい

など自
じ

分
ぶん

より弱
よわ

そうな相
あい

手
て

や、気
き

に食
く

わない相
あい

手
て

に暴
ぼう

力
りょく

を加
くわ

えることを指
さ

します。この種
しゅ

のいじめは暴
ぼう

力
りょく

的
てき

で、比
ひ

較
かく

的
てき

目
め

に

付
つ

きやすいので、すぐに先
せん

生
せい

の指
し

導
どう

が入り、長
なが

続
つづ

きすることはほとんどあり

ません。一
いっ

方
ぽう

日
にっ

本
ぽん

で「いじめ」といったら、暴
ぼう

力
りょく

よりもどちらかといえば嫌
いや

がらせや集
しゅう

団
だん

無
む

視
し

などの精
せい

神
しん

的
てき

苦
く

痛
つう

を与
あた

える行
こう

為
い

を指
さ

します。このやり方
かた

だ

と、表
ひょう

面
めん

上
じょう

は何
なに

もなさそうに見
み

えるので、周
まわ

りからは気
き

付
づ

かれにくく、結
けっ

果
か

、

先
せん

生
せい

方
がた

など学
がっ

校
こう

側
がわ

の対
たい

処
しょ

も遅
おく

れてしまいいじめが長
なが

続
つづ

きしやすくなってしま

います。

　二
ふた

つ目
め

は、周
まわ

りの見
み

ている人
ひと

達
たち

の反
はん

応
のう

です。私
わたし

も一
いち

、二
に

度
ど

、ドイツで上
じょう

級
きゅう

生
せい

にいじめられたことがあったのですが、どの時
とき

も必
かなら

ずそばにいた同
どう

級
きゅう

生
せい

や

知
し

り合
あ

いが味
み

方
かた

になってくれて、協
きょう

力
りょく

していじめっ子
こ

を追
お

い返
かえ

していました。

「日
に っ

本
ぽ ん

のいじめ対
た い

策
さ く

は間
ま

違
ち が

っている」



私
わたし

の経
けい

験
けん

に限
かぎ

らず、いじめを見
み

たら必
かなら

ず周
まわ

りの人
ひと

達
たち

が止
と

めに入
はい

ったり先
せん

生
せい

を

呼
よ

んだりなどしていました。しかし、私
わたし

が通
かよ

っていた日
にっ

本
ぽん

の学
がっ

校
こう

で一
いち

度
ど

いじ

めが起
お

きた時
とき

、気
き

の毒
どく

に思
おも

いながらも誰
だれ

も助
たす

けようとはせず、むしろどこか

逆
さか

らってはいけないような雰
ふん

囲
い

気
き

が漂
ただよ

っていました。

　つまり、いじめのストッパーとなるものがなく、どんどんエスカレートし

ていって、長
ちょう

期
き

化
か

してしまうのです。ではどうすれば、「いじめのストッパー」

になれるのか。

　これは私
わたし

個
こ

人
じん

の考
かんが

えですが、「いじめのスト

ッパー」になるには必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

な三
みっ

つの要
よう

素
そ

が

あると思
おも

います。一
ひと

つ目
め

は、正
ただ

しい善
ぜん

悪
あく

の判
はん

断
だん

ができること。二
ふた

つ目
め

は、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

つこ

と。そして三
みっ

つ目
め

は、他
た

人
にん

の意
い

見
けん

を尊
そん

重
ちょう

するこ

と。日
にっ

本
ぽん

人
じん

はこの三
みっ

つの中
なか

の一
ひと

つ目
め

と三
みっ

つ目
め

は

とても良
よ

くできていると思
おも

うのですが、二
ふた

つ目
め

の「自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

つ」に関
かん

しては意
い

識
しき

できて

いない人
ひと

が多
おお

い気
き

がします。

　日
にっ

本
ぽん

人
じん

は周
まわ

りに合
あ

わせることを良
よ

しとするので、協
きょう

調
ちょう

性
せい

にとても優
すぐ

れてい

るのですが、いじめの場
ば

合
あい

、この特
とく

徴
ちょう

は悪
わる

い方
ほう

向
こう

に行
い

きがちです。いじめは

大
たい

抵
てい

一
ひ と り

人対
たい

大
おお

勢
ぜい

なので、周
まわ

りの人
ひと

達
たち

は自
し

然
ぜん

と人
にん

数
ずう

の多
おお

いいじめる側
がわ

について

しまうのです。こういう場
ば

合
あい

には、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

ち、周
まわ

りに流
なが

されずきち

んと主
しゅ

張
ちょう

することが重
じゅう

要
よう

になります。私
わたし

はこれこそが今
いま

の日
にっ

本
ぽん

人
じん

が「いじめ

のストッパー」になるために最
もっと

も必
ひつ

要
よう

なことだと思
おも

います。

　私
わたし

が通
かよ

っていたドイツの学
がっ

校
こう

では、クラスの誰
だれ

もが最
さい

近
きん

起
お

きた問
もん

題
だい

・もめ

ごとを書
か

き込
こ

めるノートがあり、毎
まい

週
しゅう

金
きん

曜
よう

日
び

の最
さい

後
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で行
おこな

われる学
がっ

級
きゅう

会
かい

議
ぎ

でそれを開
ひら

き、書
か

かれている内
ない

容
よう

の一
ひと

つ一
ひと

つを全
ぜん

員
いん

で話
はな

し合
あ

いながら解
かい

決
けつ

していく、という活
かつ

動
どう

がありました。

　日
にっ

本
ぽん

でも、こういった活
かつ

動
どう

を取
と

り入
い

れてみてはどうでしょう。一
ひと

つの問
もん

題
だい

に対
たい

して真
しん

剣
けん

にそれぞれの意
い

見
けん

を交
こう

流
りゅう

し、全
ぜん

員
いん

で良
よ

い方
ほう

向
こう

に進
すす

めようとする。

このような場
ば

をつくることで正
ただ

しい善
ぜん

悪
あく

の判
はん

断
だん

、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

つ、他
た

人
にん

の



意
い

見
けん

を尊
そん

重
ちょう

するという能
のう

力
りょく

を養
やしな

うことができると思
おも

います。

　今
いま

の日
にっ

本
ぽん

のいじめ防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

は、いじめを受
う

けた人
ひと

の救
きゅう

済
さい

を重
じゅう

視
し

しています

が、いじめを外
がい

野
や

から見
み

ていた周
まわ

りの人
ひと

たちには、あまり目
め

を向
む

けていない

気
き

がします。これでは、いじめを根
こん

本
ぽん

的
てき

に撲
ぼく

滅
めつ

することにはつながりません。

もっと生
せい

徒
と

に自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

ち、主
しゅ

張
ちょう

させる機
き

会
かい

を増
ふ

やし、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

につ

いて自
じ

分
ぶん

なりの意
い

見
けん

を持
も

たせるべきです。それが、私
わたし

達
たち

が将
しょう

来
らい

自
じ

分
ぶん

達
たち

の基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を守
まも

っていくための力
ちから

になると思
おも

います。

題
だい

字
じ

・新
しん

宮
ぐう

市
し

長
ちょう

　田
た

 岡
おか

　実
み

 千
ち

 年
とし

平
へいせい

成 29 年
ねん

6 月
がつ

（2017）

　この作
さく

品
ひん

は、第
だい

３６回
かい

全
ぜん

国
こく

中
ちゅう

学
がく

生
せい

人
じん

権
けん

作
さく

文
ぶん

コンテストで内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

した北
ほっ

海
かい

道
どう

・旭
あさひ

川
かわ

市
し

立
りつ

永
なが

山
やま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

２年
ねん

　紙
かみ

谷
や

 桃
もも

歌
か

さんの作
さく

品
ひん

で

す。

　作
さく

者
しゃ

は、ドイツでの体
たい

験
けん

を踏
ふ

まえた上
うえ

で、日
にっ

本
ぽん

の「いじめ」の問
もん

題
だい

点
てん

は、

長
ちょう

期
き

化
か

・陰
いん

湿
しつ

化
か

しやすい点
てん

にある。これは、嫌
いや

がらせや集
しゅう

団
だん

無
む

視
し

など表
ひょう

面
めん

上
じょう

気
き

付
づ

かれにくいやり方
かた

で行われるため、また周
しゅう

囲
い

の人
ひと

達
たち

が止
と

めに入
はい

らないため、いじめのストッパーとなるものがないからではないか。い

じめのストッパーになるためには、正
ただ

しい善
ぜん

悪
あく

の判
はん

断
だん

をし、 自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

ち、他
た

人
にん

の意
い

見
けん

を尊
そん

重
ちょう

することが大
たい

切
せつ

である。特
とく

に「協
きょう

調
ちょう

性
せい

」を重
おも

んじる日
にっ

本
ぽん

の場
ば

合
あい

、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持
も

ち、主
しゅ

張
ちょう

できる機
き

会
かい

を増
ふ

やし、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

に関
かん

する自
じ

分
ぶん

なりの意
い

見
けん

を持
も

たせるようにすることが必
ひつ

要
よう

ではな

いかと述
の

べています。

　いじめの防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

について書
か

き上
あ

げた作
さく

者
しゃ

の思
おも

いを、皆
みな

さんにも考
かんが

え

ていただき、 家
か

庭
てい

、学
がっ

校
こう

、職
しょく

場
ば

、地
ち

域
いき

等
とう

で話
はな

し合
あ

っていただければ大
たい

変
へん

ありがたく思
おも

います。

※　作
さく

文
ぶん

内
ない

容
よう

は、原
げん

文
ぶん

をそのまま掲
けい

載
さい

しています。

（資
し

料
りょう

） 法
ほう

務
む

省
しょう

人
じんけん

権擁
よう

護
ご

局
きょく

・全
ぜんこく

国人
じんけん

権擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

連
れん

合
ごう

会
かい

「人
じんけん

権作
さく

文
ぶん

集
しゅう

」


